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知覚情報処理系としてはたらく

心理学的機構の分析的研究

An analysis of psychological mechanisms as the 

perceptual information processing system. 

北 島 象

SHOJI KIT AJIMA 

1ヲ63年春， i言、たちは，生体電気現象計測研究室を発足せしめ，狩野F号潜i却さとql心として，精神活動の法礎的機構の

f~1JJjを志向している。特殊教育の対象者に対する治療救脊方法を考える場合，一方で t主，臨床的，絞殺的研究主ピヨミと

した側面をおろそかにはできに川、が，他方では服役理学的研究方法の最近の進歩は，これを心理学的にも応用し得る

i段階にさしかかっていると考えられる。この北島論文は， 1'1，たちの研究なすすめて行くたでの考え方の，一方向を示

すもの εある。 C喫回三郎)

論文の要旨

有機体が知覚情報を処理する過程を生体電気的示擦，特に脳波をrnいて分析的に研究するために，情報処理系とし
てはたらく心理学的機構のそデノレを設定しようと試みた。この処理系の事基本的過程は，入力としての料戟に含まれる

情報が有機体のもつ図式 Cschem乱〉と総合されて，両者の間の整会が成立するまで刺戟情報や図式が変更をうける過

程だ，と考えるのである Q この数合一一不整合過程を分析するに先立って，探官民行動の研究， 特にBerlyneの研究

を主とした一連の関連ある研究を展望した。ついで定位反射と慣れの概念を検討した。この雨概念は情常設処理過程の

EEG J:の表示会記述するためには便利な概念であるが，使幸1)な概念は往々にして便利で、あるがゆえに，過程のそれ

以上の分析を控折せしめるおそれがある。そこでこの雨概念の使用限界を明瞭にする必要があると思ったからであ

る。現在のところ，間概念はともに有機体の認知反応の初発点、と終末点、とをそれぞれ表示する概念であり，その意味

で極限的状態を示す概念だと思われる O したがって，この丙概念、の妥当する領域の中間には，かなり複雑な中板過程

が介復する余地があることになる。そこて、この情報処理の中枢過程として，図式解発と，その図式と入力刺殺情報と

の整合過程の，心理学的モデルを提案した。最後に，このモデルと対応する脳波の特性を検討した。

ているのであって，私がここで考察しようとする図式系

序 の縫合一不主主合過程 Cmatch呪lIsrr副 chprocess) (Brn-

ner， 1957)は，その一部を代表するものであるに過ぎな

前向の考察(教育学部紀要第10号 1964年6月)によ い、

って，知覚界の構成には，有機体のもつ図式 (schema)， 整合 不整合過穏というのは，有機体が，入来する

あるし、は分類-1f喜択機構のはずこらきが介入することが示 会]矧隣長と，その有機体によって予じめ所有される図式

された。この機構の機能は，知覚界の体策1)1ヒ，あるい とを照合することによって，その情報が図式と合致す

は，知覚↑資報の冗長イヒ，であると考えることができる。 る，あるいは，しないとの判断が形成される過程であ

この論文では，この機構を知覚情報処理機構とよぶこと る。したがって，この過程には，弁別機能や，形態，色

にする。 彩， T去などの感覚機能の十全さが前提となっている。し

この情報処環機構には，きわめて多様な機能が含まれ かしながら，たとえば，形態視の機能が十分に発達した
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後になって，ある束Jj紋;(p涯を正方形であるとして認める

(identify)ということは，その布置が，有機体のもつ情

報処理系に含まれている正方形の図式母築関の標本とみ

なされる (George，1961)ということであって，この意

味では，整合一一不整合過程は'情報処理系の基礎的過殺

だともぎえる。

ところで，図式系における整合一一不致合過程をヰじむ

として，知党情報処E理系の特性を解析するためには，つ

ぎの諸点~考祭しなければならない。

(1) 任意の状況におかれた有機体は，その状況におけ

る範略励起度の高いし、くつかの範鴎，あるいは図式;を予

じめ解発して，いわば待ち受け受信の体制を形成してい

る，と考えることができる。範鴎励起皮とは， Bruner (1ヲ

57)のいわゆる categoryaccessibilityに似た概念であ

るが，後者は刺戟がある草lin壌に分類されるときの容易さ，

あるいは範囲議への適合性 (fitness)，を指示するものに対

し，読者は知覚する有機体が積極的に関式を構成して，

いわば期待なり構えをもつことを指示している。つま

り，上のように考えれば，刺戟指向性が情報処理系の

基本的機能だ，ということになる。このとき，何かある

特定の図式(たとえば落した財布〉の励起度が他を圧し

て高い場合と，逆に図式の範閉がきわめて広くて，多く

の図式の励起度がほぼ等しい場合，およびその中間のさ

まざまな場合が想定されるが，いずれの場合において

も，刺戟布霞に勾配があるときには，まず第 1に，ぉゃ

あれはなんだ，とし、う行動が発現する。これがつまり，

Pavlovが命名した，あれは何だろう反射 CWhat“is-it

reflex)，あるいは探索反射(investigatoryreflex)，定

位反射 (orientingreflex)であって，この穫の用語を用

いるとすれば，情報処潔系の基本的機能は，定位反射，

ないしそれに類似した反応である，と考えることができ

る。

それゆえ，定位反射の特性と，その末梢性 中枢性

の表示，および，定位反射をおこす刺戟特性，などにつ

いての考察がまず第 1に必婆となる。

(2) 定位反射によって入来した情報ないし信号は，情

報処理糸が予じめ解発している図式と照合せられること

になる。この整合一一不整合過程によって整合が成立し

たときには，意識水準では，これはしかじかのものだ，

とか，もうわかった，とかの判断が形成されることにな

るし， 生物学的あるは生理学的水準では， 慣れ (habi勾

tuation) とよばれる事象が成立することになる。そこ

で，慣れについての考察がつぎに必要になる。

(3) 不整合が成立したときには，有機体は別の入力信

号を探索したり，あるいは逆に白日の図式の組み変えを

行なって，整合を成立させようとする。だとすると，情

報処理系には，図式組織と，有機体をして刺戟に指向せ

しめる総織とが含まれることになり，両者の間に僚選

(feed-back)回路が存在することになる。そこで，これ

に対応する脳内過程として，いかなる機構の存在が予想

されるか。この考祭が第3の課題になる。

(壬}前回すで、に述べたごとく，知党本象に伴う脳内過

程を意識水準で分析し，言諮応答を示擦として記述する

ことは，測定誤差の範囲を大きくする。そこで，生体'沼

気的示襟，特に脳波が，こうした脳内過程とどの程度対

応ずるかについての検討が第4の課題となる。

第 1軍軍Ij戟特性と探索行動

~1 研究の展望

探索行動 (exploratorybehavior) とは，有機体が，

飢え，渇~，性，などのいわゆる第 l 次裁!割とは独立

に，むしろ有機体がそれらの動閃から自由なときほど著

明に，その有機体にとって比較的新奇な環境を探索する

行軍主である。探索行動は環境刺戟によって誘発される行

動であって，新奇探求行動 (novelty-seekingbehavior) 

を強化する報酬は，探索行動それ自体だ，ということに

なる (Woodworth，1958)。

このように，探索行動は刺戟特性の関数なのである

が，この関数関係を追求する試みは，それがすくなくと

も高等動物の行動の理解にきわめて重要であるにもかか

わらず，長い開放置されていた (Harlow，1953)。探索

行動の系統的研究は，ここで夜、が開題にしようとする知

覚情報処理系の機熊の解析にとって，かなり重要な関迷

をもつものである。そこで， この箪では， 好奇心 (cu-

riosity)あるいは新奇探求行動に関する， D. E. Berlyne 

たちとそれに関連のある一連の実験的研究をE委譲するこ
とにしたし、。

Berlyne (1957)は，総室内の被験者にさまざまな特

性をもっ刺戟図形を，露出時間0.14秒で援示し，かつ提

示操作を被験者にまかせることによって，知覚的好奇心

と刺戟図形の特性との潟連を追求した。被験者は，ある

特定の図形を見たいと怠う回数だけで見ることができ

る。飢餓動因を測定するのには，動物の摂餌行動の特性

が示擦とされるように，もうJi!.たくない，として放策さ

れるに至るまでの，ある図形の援示問数は，その図形が

生起させた動図のつよさを表示する， と想定して， Ber働

lyneはこの動因を知覚的好奇心とよんだ。 用いられた

刺戟図形の特性は，大略つぎのとおりである。
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(1) 不調和伎の系列。たとえば，犬の腕に象の頭， l可

頭の鳥。これを通常の形，つまり犬の腕に犬の頚，の区i

形と組み合わせる。

(2) 有意味化系列。熊と道化師が，腕だけから出発し

て，そ予定，頭，などが次第にF付加されて，熊および進化

師としてそれぞれ完成されてゆく系列。これと， 11摂序が

でたらめなものを組み合わせる。

(3) びっくり系列。赤い三角形の幾何学的模様のあと

に，殺の門を用いた模様がつづ、き，最後に紫の正方形を

用いた模様がでる。

(4) 相対的エγ トロピー。たとえば，きちんとした丹

と，周辺のぐにやぐにやした円。

このような実験によって Berlyneが得た結果は，一般

に被験者は，不調和性の高いものや=ントロピーの大

きい刻戦闘形を，より頻繁に見ょうとする，ということ

であった。

このようにして，知覚的好奇心を生起しやすい図形の

諸特性のー織が切らかになれば，つぎには，その諸特性が

注意におよぼす影響が論じられることになる。 Berlyne

(1958， a)は，

(1) 配列の不規則性。きちんと秩序立った配列とで、た

らめな配列。

(2) 図形の構成要素ーの数。

(3) 構成要素の異質性。たとえば 4伺の正方形で構

成されたぽj形と，正方形，三角形，内形，および変形で

構成された図形。

(4) 形の不規則性っきちんとした図形と，ぐにやぐに

やした図形。

(訪不議和位。たとえば犬の胴に象の頒の図形と，象

の闘に象の頭の図形。

をそれぞれ組にして， 10秒間陪時に提示し，被験者が

どちらの図形を先に見るかということと，各区17前こ視線

を向けている時間合測定した。つまりここでは， 注意

を，感覚器官の指向運動と向じだ，と考えるのである。

限球運動および視線の回定時間は，被験者の言iT方のスク

リーγにあげた小子しから綴祭することによって測定し

た。この実験では，より複雑な図形への視線の固定時間

は，より簡単な，あるいはより秩序立った図形へのそれ

よりも，有意に+長いこと。および，視線の初発方向は左

図形が右図形の2fきであり，これは読書3の湾僚によるの

であろうこと。との結果が得られた。また，この実験に

続く第2実験によると，反復提示される図形よりも，新

しく提示される図形への視線図定時間が長い，との結果

が得られた。

ところで，複雑図形が簡単図形よりもより長時間見ら

れるのは， 複雑図形をそれと見定める(identify)のに

婆ずる時間が長いためではないのか。この疑問に答える

ために， Berlyne (1958， b)は， Berlyne (1958， a) と

同じ条件で，提示時間を 10秒と 2 分にして実験を行 t~

い，簡単図形と複雑図形にそれぞれ視線を関定ずる時鶴

比率は，提示時間の長短とは関係がないとの結果た得

た。複雑図形がより長い尚昆られるのは，見るよろこび

(pleasure of looking)のためである。

臼新しい図形や複雑な図形が提示されたときに，有機

体が;示す最初の反応は，あれば伺だろうとし寸反射であ

るo Berlyne (1958; a)は，この定位反応を末梢表示す

るものとして， I民球運動をとりあげたのであるが，読書

における限球運動の欝僚に制約されて，この試みは成功

しなかった。そこで， Berlyne， Craw， Salapatekおよび

Lewis (1963) は，定位反応に対応する中枢~j:象とし

て，有機体の斌活 (arousal)状態をとりあげ，この状態

の示擦として GSRを用いて，新奇性，複雑さ，不調和

性などの，東IJ戟特性の賦活効果を追求し1'::'0 しかしこの

実験結果は，これらの諸特性は，実験後干厚生を婆求され

るとの教示をうけて，高度に主主窓深くなった被験者の

GSRにのみ賦活効果を及ぼすこと， を示すにとどまっ

た。

SpitzとHoats(1961)は，精神薄弱児と正常児を被験

者として，つぎの実験を行なった。刺戟図形はBerlyne

と類似のもの。 2枚を組にして3秒提示し，そのあと，

そのどちらか一方を好む時間だけ見させるようにした。

このような実験の結果から， Spitz達は，全被験者につ

いて，より複雑な図形よりもより簡単な図形がより多く

択ばれる傾向の存在を指摘したの

これに対して， Berlyne (1963， a)は，つぎのような

追試を行なった。 80名の大学生(夏季議資生40名を含

む)を被験者として，より後雑な図形とより簡単な図形

とを前後に綴にして，総と組とはランンダムに，図形を

iつずつ11僚に捻示した。各総の提示後，被験者の前にお

かれた第 1，第2，とj惑いてある 2ツの箱の中から，も

う一度見たし、と忠、うほうの絡をあけて，先刻提示された

図形をもう一度見ることができるようにした。つまり，

被験者が，はじめに出た図形をもう一度見たし、と思えは，

第 lの箱をあければ良く，その中に提示された図形と同

じものが入っている，とL、う仕組みである。また，捻示

時聞を 4種類， 0.5秒秒， 3秒および4秒とした。

この実験での結果は， Spitzと Hoats(1961)の逆であ

っ1.::.0 すなわち，18試行中， 80名の被験者が複雑図形を

択んだエf均選択数は10.0であった。これに加えて，この

実験で明らかになったことは，被験者は一般に，簡単図
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形を好むものと，複雑図形を好むもの，に2分できるこ

と。夏季議調主主は，大学生に比して，複雑図形の選択が

すくないこと。提示時間が長くなると，複雑図形の滋択

が減少すること。などであった。

すでにのべたように，定位反応には，中枢事象とし

て，有機体の賦活状態が対応することが想定された。こ

の賦活状態は，知覚対象によって誘発されるものであっ

て，複雑図形や新奇図形ほどこの誘発能力が大きい，と

考えるのである (Berlyne，1963， a)。とすると，賦活状

態が知覚対象以外の要因で予じめ高められている場合に

は，定位反応にみられる諸特性.f.::.・とえば新奇なものに

つよく定佼反応をおこす特性が，より強調されることが

予怒される。

McReynoldsと Bryan(1956)は，快復期の分裂病

患者宏被験者として，つぎの実験を行なった。被験者に

60枚の絵を順次提示する。このとき，おのおのの絵は2

j支出てくるので皮認には、最初(first)、2皮院に

は、おしまい (that'sall)、と~'うように，と教示する。

被験者を2分して.tfn群には60枚の絵の中に2度目に

は現れない絵を20枚混合し，第2若手には教示通り全部の

絵が2度現われるようにする。このあとで，見なれたも

のの名郡と，あまり見なれない新奇なものの名前，のど

ちらかを選択させる。この被験者の第 1若手では，米消化

会目覚 (unassimilatedpercept)の水準がより高いと考え

られるのであるが，この群の被験者は，第2群の被験者

に比較して，見なれないものの名前の選択がよりすくな

カミっTこ。

Haywood (1961)は.McReynolds速の追試を行なっ

た。 Haywoodが提出した仮説は，米消化知覚の水準が

高いほど，新奇な対象を求める傾向がつよくなること，

および， この米消化知覚は不安芸ピ伴うこと，惨である。被

験者は大学生60名。 30名ずつ2若手にわけて，絞初601女の

絵を11辰に提示。第 l群には60枚中2度出現しない絵が20

枚混入したものを，第 2 群には~郊の絵が 2 度出現する

ようにして，それぞれ提示する。このあと，カテゴリー

ゲームを突施し，さらに40枚の絵を.I可群とも2度出現

ずるようにして提示し，再度カテゴリ{ゲームを実施す

る。カテゴリーゲ{ムというのは，つぎのようなもので

ある。各組出枚の小型のカードを用意し，第 l組のカー

ドの姿爵には灰色の三角形，第2総の表面にはジグザグ

模様を揃いておく G 三角形カードの楽には見なれた動物

や事物の名前を悉き，ジグザグカードの議には見なれな

いものの名前，たとえば一寸法師，ノレピー，氷河などを

番く。両組のカードをよく混合して，表衝を上向きにし

て容器に入れておき，被験者;に任湾、のカードをとらせ

て，災の名前を，動物.{蓋物，鉱物，と表記した綴のや

に分類させる。新潟ーさを求める傾向は，一定時間内十こ2

種のカート、のどちらをより多く選択したかによって決定

する。このような手続によって， Haywooclは. McRe-

ynolds浅(1956)とは逆に，第 l若手，つまり未消化対l党

水準のおい若手が，新奇な名前ーなよく多く選択する， との

結果主ピ得た。この傾向は，中断後の知覚操i'f'のあとには

fil，られなくなっていること， また，中断配i(段初の60枚

を提示し終ったとき)のヂ栄の発汗が#f~ 1 若手に~~TJt-vこ多

いことから，狂aywooclの仮説は成3Lするとされた。

さらに Haywood(1962) は，新誌を探求行動と不安ーと

の関係，生理学的賦活状態をつくり出すような車|怜免状況

は新奇探求行動にいかなる影響な及ぼすか，新奇探求fi

動の変化には賦活状態の生浬的指名?!の変化がキ郎、伴うも

のか，について実験を行なった。まず，質問紙にもとづ

いて，不安i交の高いもの.r!l夜疫のもの，低いもの，会

20名を選択し，これを被験者として，J]1jに統秘群30名を

潟3まする。刺戟図形は34級で，雑誌から切りj}J:¥，、た[ilJじ

絵を，対になる 2 枚の… 4ガにはJm1~;の絵になるようには

りつけ，他方には絵の各部分な変な配列にはりつける。

この2枚 1組の絵を[郁子に装l授の中に入れる。被験者ー

は，装澄の2ツの窓のうちのどちらか一方だけを択ん

で，そこに出る図形を見ることができる。見たい開だけ

釦を押して，見たくなくなれば釦を放せば，絵は兇えな

くなる。このあと，実験者は別の組と入れかえる J 一連

の試行では，新奇なものが左ならfふというように，:ft

絵の出る佼援を悶怨しておく。測定される変数は，択ば

れた新奇な絵の枚数と，見つづけてし、る時間であるけ賦

活を誘導するのには，滋代物理学と Einstein以前の物

理学における，運動物体についての概念の相違をのべた

文章をよみあげて，これなよくま渠解するようにと教示す

る。この実験では，賦活の消火は新奇探求反応を抑制す

る，との結果が得られた。

BerlyneとLewis(1963)は.Haywood (1961， 1962)' 

McReynoldsと Bryan(1956) などの手続を多少改変

して，知覚対象以外による賦活状態と.;7fr奇探求行動と

の関係を追求したQ 苅Il党j栄作は21議類あって，川被験者

が見f.::.¥，、と思う間釦を押しつづけると，その間だけ図形

が投射される押し釦作業と.(o)Berlyne (1963， a) のよ

うに，順次に提示された 2 枚の絵のうちで，もう -I~見

Tこし、と思うほうに該当する箱をあけて，その絵をもう一

度見る機会が与えられる選択作業とのほ1ロjよりなってい

る。被験者は64名の大学生。これを4総にわけて，統語u

群，ホワイトノイズ許可 (80dbのホワイトノイズな聴か

せて賦活水準を高めるふショック期待群(実験のおわ
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りに，すこし痛いが然答の電気シ認ツクをうけるのだ，

と教示).記憶テスト群(16のありふれた事物の名前な

聴かせて，それをくり返すように婆求ずる〕とする。 ま

た，押し釦作業時には，全被験者について GSRを測定

した。こうした手続によって.Berlyne達は，被験者へ

のj二述の処置が皮腐電気抵抗を低くし，したがって，賦

活水準を高めたこと，この高められた賦活は，押し釦作

業では見つめる碕間を長くし，選択作業では，より複雑

な悶形を択ぶ確率を小さくした，との結果を得たO

BerlyneとおicDonnell(1965)は，新奇探求行動の発

現に対応する中枢の賦活状態の示擦として，脳波(EEG)

における alpha波の非同期化をとりあげ，より複雑な，

あるいは，より不調和な刺戟布設は.EEG上により永

続する非悶期波を示すであろう，との仮説をたて，つぎ

の突験を行なった。;被験者を7x 12択のうす暗くしたシ

ーノレド室長にすわらせて，頭演寄りの雨倶Jj後頭部に電極を

つけ与を不関電機として，主幹極誘導による EEGを記

録する。刺戟図形は，室外より投影器により2室内スグリ
ーγ上に投影。このとき，露出時間3秒，図形間隔15秒

とする。被験者は88名の大学生。東Jj戟図形は，すでにの

ベたようなBerlyne式の，複雑あるいは不調和図形と，

衛単あるいは調和図形。図形は，複雑さ，不調和性，な

どを表現する様式の相違によって8範鴎にわかれてお

り，各範鶴4枚で合計32枚。これを一定の方式によって

A. B.の下位系列に組みわけし.A. B.をさらに4

枚づっの総にわける。このとき 4枚の最初の2枚，あ

との2枚は，それぞれ同じ範鴎に属するものとなるよう

に仕分けする。この4枚組を提示単位とする。 4枚の提

示に先立って，常に2枚の練習用図形を先行提示する。

これは，被験者をして投影器の音になれさせるためであ

る。 EEGの非同期化の判定には，右，左，どちらか一

方の誘導のうちで，読みとりやすしサまうを燥用し.alpha 

波の振幅が50%以上減衰したり，あるいは周波数が 13

c/sをこえたりしたfl;yに，芥河期化が成立した，とみな

す。非同期時間は.alpha波の消失または刺戟 onのど

ちらかのおそいほうと，東Jj戟off後に alpha波が3波以

上出現するまでの時間をもって当てる。ただし.alpha 

波がまったく出現しないときは，非間期待問を17.6秒と

する。このような手続によって， Berly配達は，簡単図

形に対する平均非同期待問 5.8秒，複雑図形に対するそ

れ6.3秒，との結果を得，仮説の成立を検証1-t.::.o

これらの諸研究では，いずれも笠間的な刺戟布授が用

いられているが，時間系列上での東Jj戟系列についても同

様な結采が得られた。 Jones，Wilkinsonおよび Bradon

(1961)は，被験者を10待問にわたって感覚東Jj戟減弱の
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条件下におき，適時光の継時パター γを提示し，好まし

いものを選択せしめた。被験者が好ましいとしたパタ

ンは，複雑で込かつ予測度の小さい系列刺戟であった。予

測度が大きいものは，たとえ複雑でも，好ましいもの，

とはきれなかった。

以上紹介した一連の研究結果を総合すると，刺戟布重量

の特性と探索行動との詞には，つぎのような関係がある

と想定することができる。

(1) 一般に，刺戟布震が複雑で不調和で、あるほど，つ

まり.Berlyne (1963， b)のいわゆる照査特性 (Col1a-

tive properties)が著しいほど，探索行動が解発されや

すいっ

12) しかし，刺戟布霞に対面する被験者の特性如何に

よっては，照査特伎の程度の低い刺戟布授のほうが，よ

りつよい探索行動を解発する。たとえば Hoats(1961)， 

Berlyne (1963， a)。

(3) 探索行動は，当面の刺戟布i霞以外によって生起さ

れた賦活水準の上弁によって影響をうける。しかし，その

最長饗は，まず被験者の特性によって異なる (McReynolds

と Bryan，1956， Haywood， 1961) し，探索行動の形態

によっても異なる (Berlyneと Lewis，1963)。

S2 研究結果の解釈

Berlyne (1963， b)は，刺戟布震まには，せまい意味で

の情報，たとえば色，光のつよさ，形，大きさ，などの

ほかに，他との照査の kで成り立つ特性，照査特性 (col-

lative properties) が含まれていることを強調する。こ

の照変特性とは，たとえば，新奇さ，変化，不調和，な

どで，動間企誘発する (drive-induce)作用をもってい

るO これらの単独の作用を分離するのは関難なので，こ

れらを一括して照査特性とよんだのであ。 Berlyneが重

視している概念は，賦汚 (arousal)，賦活ポテンシヤノレ

(arousal potential).好奇動隊 (curiositydrive)であ

って，これらの用語を用いると，上に紹介した諸実験の

結果をつぎのように解釈することができる。

まず，有機体には，時と状況に応じたある適度な賦活

の水準があって，有機体は当面その水準を維持しようと

する。一方，刺戟のもつ照主主特性には，賦活ポテンシヤ

ノレがあって，その刺戟に出会うことで有機体の賦活水準

が上昇する。つまり好奇心が生じる。しかし，束Jj戟の賦

活ポテンシヤノレは，その刺戟が一定時間有機体に受容さ

れることで漸減し，それに伴って，一過性に上昇ーした斌

活水準も定常水準に下降する。これが報酬となるので，

有機体は賦活ポテンシヤノレの高い刺戟布援を見ることを

好む (pleasureof ¥ooking， Berlyne， 1958， b)。
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しかし，何らかの内的一一外的要閣によって賦活水準

が過度に高まっている場合には，有機体はむしろ賦活ポ

テンシヤノレの低い刺戟布箆る見ることを好み，そのこと

で、それ以上に水準が上手干するのを防止する。 これは，

Berlyne (1963， b)のいわゆる気散じあるいは気ままな

探索 (diversiveexploration) の場合に妥当することで

あるが，特定探索 (specificexploration)の場合には，

眼前の刺戟情報を処淑することによって，その刺i践によ

よって誘起された賦活水準の上芥が中止され，主主常水療

に復する。したがって，この場合には，賦汚水準の高低

とは関わりなしに，照査特性の程度の高い布設ほどつよ

い好奇心を誘発し，長時間探宗行動を解発することにな

る。

Berlyneの解釈の有用な点は，刺戟布置に含まれるあ

る特性，すなわち，狭義の情報論的用語では記述され待

ない特性を占話して，これを照査特性として取り扱う点

である。車IJ戟布践に出会った有機体が示す採索行動の中

には，おそれの反応，定位反応，情報収集反応などがす

べて含まれているので，それらの反応、を個々に滋別する

ことが仮に可能としても，それらに対応する刺戟特性の

決定は"iiJ成り凶幾なことである。

けれども，照査特性をさらに下伎の範i壌に区分する

と，一迷の突験が示すように，おのおの範鴎の刺戟に対

する探索反応はかならずしも陀ーではない。そこで Ber-

lyne流の実験では， 今後，探索反応と一括してよばれ

る行動をさらに詳細に分析する試みが必要になるものと

忠われる。

また，有機体がある料戟布!泣に出合った場合に，そこ

に含まれる諸属性にもとづいて，いわば知識として分類

する以前か，またはこの分類に並行して，照査特性にも

とづいて，それらの:frj援を，変なもの一一変℃はないも

の，良いもの一一司わるいもの，などの範鴎に分類するこ

とを実験的に務らかにしようとする試みは，われわれに

とって示唆するところ多く，おおいに魅力的であるとも

言える。ただ，このような試みによって得られたi:}r.起

を，好奇動因にもとづくものとして処怨すると，刻i決イH

i箆の特性を紺i分化したときに，動闘の細分化が避け難く

なるおそれがある。また，変なもの約分類にも未分化な

がらすでに手綴り機能が作用しているので、あって，この

意味では，動因を設定するよりも，概念、化作用や関式な

どの概念を設定するほうが有利で、はないかと思われる。

93 l.lIJの解釈

~ 1に紹介したー迷の実験の結果を，つぎのように解

釈することも可能である。

有機体の4情報処理系の能力 (capacity)には，その個

体の構造上の特性と経験の特性に依存する限界がある。

そして，その系が，もっとも経済的に情報を処理しうる

効率の良い機能水準を，この限界内のある範留に想定す

ることが許されると仮定する。 Woodworth(1958)のよ

うに，機構 (mechanism)が動限 (drive)になるのだとす

れば，有機体の』情報処理系は， この水量挙に相応した情報

JJIを常に欲していると考えることができる (Glanzer， 

1958)。あるいは，情報処理系は，自己の機能を維持する

ためには，常に一定の情報設を必要とする。

d情報処理系が効果的あるいは効率的に動作するために

は，ある高さの一般的賦活水準 (generalarousal level) 

を必重きとするのであるが，系が効楽的に作用しうる水準

と一般的斌活水殺とは|司畿ではない。官官者の水準は，十

全な手掛り機能 (cuefunction)の存在を前提とするの

であり，手掛り機能は，賦活の逃度な水準において，ま

さに適度であり得る (Hebb，1955)。このように考える

と，好奇心とは，情報処理系が効果的に作用し得る水準

の範囲内における，よりあいまいな，つまり情報盆のよ

り大きい情報を求める行動に内在する動凶だ，というこ

とになる。それゆえ，系が効果的であり得る水準が低い

有機体にあっては，より後雑な図形においては，より簡

単な図形に比して，それが含む情報滋が系の水準を超過

することも生じうることになワ，このことが，精神薄弱

児や児童 (Spitzと Hoats，1961)や，賦活水準を人為

的に高められた被験者 (BerlyneとLewis，1963)とにお

ける，後雑図形をもう一度見ょうとする傾向の減少を招

米せしめた，と考えることができる。反季講習生が大学生

に比して，複雑図形を選択する傾向が小さい (Berlyne，

1963， a)ことも，このような系の水準の相迷に出来する

と考えることもできる。

Berlyneと Lewis(1963)は，賦活水準が高いときに

は好奇心の水準も高く，それだけ対象額五五を見つめる時

間が長くなると考えるのであるが，上の考えから惟諭す

ると， )設に，賦活の高水準では，好奇心の水準と手掛り

機能の水準が低下し，そのために情報処理系の機能低

下が生じて，知覚情報を処瑳ずるのに要するi時潤が長く

なったのだ，とすることもできるo Berlyneと Lewis

(1963) の実験でも， Berlyne (1963， a) の災験でも，

内部構成が総当に複雑な図形にあっては，被験者がそれ

をもう一度見ょうとする傾向が比絞小さい。逆に，その

ような図形に対する凝視時間は他の図形へのそれよりも

長く，このことも上にのべたような推論を支持するもの

と考えてよい。
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第 2章定位反射と j慣れ

iE佼反射 (orientingreflex)および憐れ (habituation)

の概念の検討が，この策の目的である。後述するよう

に，分析手法が精詰まになるに従って，定位反射概念が妥

当する領域にいくつかの制約が加えられつつあると同時

に，定位反射を定位反応 (orientingresponse)と改祢す

ることによって，前者の昔話約をこえた領域を指示せしめ

る用法も行なわれているのが現状である。しかし，ここ

では当分の間，定位反射という用語を， '1食用に従ってや

や広義に用いることにしたい。

制 定位反射概念

主主位反射(以下‘OR) の古典的記述は Pavlovによっ

てなされた，とされている。動物が見なれない事物や人

物に対して，王手を動かしたり，見つめたり，においをか

いだりする・速の行動に対して， Pavlovは，定位反射，

探栄反射，あれは何だろう反射 (What-is-itreflex)と

命名したo Pavlovは，生物が外界の微小な変化に対し

て直ちに反応し得るのは，この反射機能によるのであ

り，この反射によって，生物は自己の受符器官を外界に

方向付け，外界を探索するのだ，とみなしたのである。

(Pavlov， 1926， Sokolov， 1963， a， Razran， 1961)。

Razran (1961)によると， ORの特性としてつぎの 6

項目があげられるとL、う O

(1) 反応の原発性と全体的な特定1除 readional pri-

macy and holistic叩 ecificity: ORは新奇な刺戟に対

して有機体が普通に示す最初の反応である。 また， OR 

はただ一つの反射のようなものではなく，内臓性，認知

的，神経一運動的反応など，その一つ一つは反射として

相互にはっきり区分され得るような稜々の反応が総合さ

れた，生物としてまとまりのある全体としての反応であ

る。

12) 発達的，生態的，病理的様相;人陪にあっては誕

生直後にすでに ORが存在するが，犬，猫，家ffi.の新

生児には ORが欠徐またはほとんと、認められない， と

の知兇があり， OR i土，系統発生上比較的新しい反応裂

だと考えることができる。また殺に生態学上重要な

刺戟は， ORを惹起しやすい。さらに，病理的様相とし

ては，分裂病，目当損傷などの忠者，および精神薄弱児に

おいては ORが成立し難いとの知見がある O

(31 消去可能性と転移可能性:東IJ戦がくり返されると

ORは消去することがある。一般に，有機体の系統発生

との佼授が新しいほど，また， ORを表示する反射機能

が系統発生上新しいものに属するほど， ORの消去速度

が大きい。生態学上京要な刺戟に対する ORは，消去さ

れ難い。また， ORを生じさせていた刻戦が変化したり

強くなったりしたときには， ORが別の反射に道をゆず

ることがある。たとえば，ある強さの電気、ンョツクは，

的関かの提示ではORを生じさせるが，それ以上続ける

と防衛反射を主主じさせるようになる。

(41 条件付け可能I~主と強化可能1陰: 1野兎がサラサラ75A

に示ずつよいORを無条約二反応として，それまで無反応

であったブザー音と ORを条件付けることができる。ま

た， ~段信号刺戟に信号性をF付与することで， OR ~強化

することができる。

ゆ) 皮質一皮質下の基礎:皮質下に電機を埋めた狐や

猿は，電気刺戟によって典型的な OR~ど発現させる。

(6)認知性:ORは到来するはずの刺戟への数備機構

でもあり，統制j機構でもある。 ORは認知機能そのもの

ではないが，認知機能が発生する基盤である。

以上が， 1960年以前のソビエトにおける OR研究を紹

介した Razranの論文の概要である。この6項目のう

ち，はじめの4項目は ORの行動上の表示にみられる所

見であるが， (5)， (6)，の2項目は， ORの中継性機序に

関する言明である。 ORの中枢性機序については後に論

議するところがあるので，ここではそれには触れない。

Sokolov (1963， a)は， OIえを伎の諮反応から区別す

る3基準をあげている。すなわち，

(到来日戟の性質 (qua1ity)に対して非特殊的 (non-

specific)に生じる。

121 刺戟の強度に対してJド特殊的に生じる。

(31 連続提示の刺戟に対しては，その東IJ戟のさまざま

な属性について選択的消去が生じる。

このような基準に合致する ORの表示としては， Pa. 

vlovがまず務自したような，身体，頗，悶，王手などの迷

動， J除流，呼吸， GSIえの変化，脳波，さらに感覚機能の

敏感化，不安定化，などが考えられる CSokolov，1963 

b， Razran， 1961)0 Sokolov (1963， a)は，この中の脳

波 (EEG)，特に alpha波の抑制，あるいは非河期化，

定常f創立 (Steadypotential)の変化をとりあげ，それと

ORとの関係、を論じている。それによると，麻酔により

痛覚がなしかっ閲定された動物において， EEGの非

同期化と， ltt伝子しの拡大や限球運動が宇品、伴って生起する

こと， ~1 自に行動できるねずみの探索的行動と， EEGの

非同期化がキ郎、伴って生起すること， EEGの調和解析

のスベクトノレが，動物の種に対して特異的ではないこ

と，が示され，このことから Sokolovは， EEGの活性

化がORの322示となりうることを添認する。
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ORと大脇の機能水準との関係については，光刺戟に

よる皮質誘発電位が網様体の電気東日戦によって変化をう

けるとの知見があり， ORが生じたときには，末梢から

中枢への情報伝達機構が促通される，と考えることがで

きる。たとえば， 50msecの間隔で、提示される 2ツのフ

ラッシュに対して，網様体刺戟前と車IJ戦中には単一の皮

質誘発電位が生じるだけであるのに，刺戟後10秒経過す

ると，この2ツのブラッシュは，刻々の誘発復位を生じ

るようになる。 ORはまた，末檎感覚務官の翻{磁を下げ

るとの知見があって，これらのことから， ORは有機体

が環境刺戟を処潔するための，滋当な準備体ffi日を可能す

ると考えることができる。

ORは条件反応成立の主主佼eとなる。然信号刺戟として

の路黒は， EEG上に alpha波を出現させるが，路黒が

信号刺戟となると，たとえば陪くなったら肢を引っこめ

るように指示した場合などには，絡尽になると alpha波

が抑制される。さらにこの試行の継続によって，縞蒸が

信号として安定化すると，この alpha波の抑制が解除さ

れて，ふたたびalpha波が出現するようになる。

また，音東IJ戟をど与えられた有機体は， GSRの変動，

alpha波の抑制， f反球の運動， ;呼吸の休11:，1殴孔の広大

な示す。継続する資刺戟は，このような反応を生起せし

めなくなるが，安東IJ戟に信号性が附与されると，上述の

諸反応がふたたび、生起する。そして，条件反応が遂行す

るにつれて，限球遂動， GSR，呼吸の休止の11鼠にORが

消去され，設後に alpha波の抑秘が消去される。

これらは， ORの成立が条件反応の成立の落礎となる

ことを正式す事象だと考えることができる(Sokolov，1963， 

b)。

S2 OR概念の限定

以上級観したことから明らかなように Pavlovが車Ij

i主財源への緩や目や王手の運動を示機として記述したORは

Pavlov 以後それらに槌伴ずる生理学的おA象， 特に血管

の拡大， GSR， EEGの変化を示擦として，その研究が

進められて来た。そこでは，たとえば GSRの皮膚抵抗

伎の低下や， EEGの迷波化(あるいは，時として徐波

から alpha波への移行)が OR.生起を示すものと考え

られている。

そこで，つぎのような疑問が生じてくる。 ORの持続

は，東日戦によって生起した EEGの迷波化(非同期化)

の期開と等しい，と考えることができるだろうかG

Sokolov (1963， b)の資料な検討すると，っき、のこと

が設える。者刺戟による alpha波の抑制は，比較的少数

回のくり返し刺戟によって解徐されるのであるが，この

解除は急激に行なわれるのではなく，徐々に進行する。

光利戟に対する alpha波の抑制の解除は，音刺殺の場合

ほど容易ではないが，やはり抑制の解除が段階的に遂行

する。また，触束IJi践の初回提示は，後頭領，運動領， ~写

方にalpha波の抑制をど生起せしめるが，間が重なるにつ

れて，遂動領でのalpha波抑制だけが残存するようにな

るし，光刺戟の提示の場合には，この逆に， 後M僚の

alpha波抑iliUだけが残存するようになる。いわゆる OR

の局所化現象がこれである。

Alpha波の抑制解除が徐々に進行する場合には， OR

が徐々に消ー去されてゆくのだ， と考えることには無理ーが

ある。また， ORが局所化してゆく，ということも，そ

れに対応する行動を想定することが間嫌である。結局，こ

うした事象は， ORに後続する別の過程の進行が EEG

ーとに表示されているのだ，と考えるか，それとも，観祭

可能な探索行動とは夜援の対応をもたない中継性OR機

能の表示だ，とするかのどちらかになる。後のように考え

ると，結局それは命名の問題になり，そうすることで，

ORの領域は，それが絞も妥当する領域，かっその中で

OR概念が絞も有効に使用されうる限局された領域(換

言すれば，東IJ戦が何であれ，東IJ戟粉、にまず感覚務官を定

位する行動に関する領域J，をはるかにこえてしまうこ

とになる。

Grastyan (1961)は，つぎのような突験結果を提出し

た。 Grastyanの方法は， 15iのi海潟に電極を係入して深

良市脳波を記録すると同時に，これと河期させて獄の行動

をu央|同にとることである。彼は OIえを， Pavlovの OR

つまり， Hやi干や身体を刺戟の方向に向ける運動である

と見なし，この古典的な ORの成政と同時に，海潟およ

び網様体の一部に， 4 ~ 7 c/sの0波の生起を観察した。

興味あることに，刺戦が動物にとって見なれないもので

ある場合には，提示の初期には，この0波も ORもとも

に生起しなかった。このような刺軟に対しては，まず葉さ

き反応が主主じ，提示が進むにつれて，葉署き反応のあとに

ORと 0波が生起し，おどろき反応と 0波の時間援が

次第に小さくなり，ついには，東Ij戦提示後ただちに 0波

が出現するようになった。 また，おどろき反応のi時には

海鳥の脳波は非同期化し， OIえが出現すると (jyズムに

移行すること，さらに，猫が状況になれてくると，ふた

たび海馬脳波が非同期イとすることを観察した。

さらに，乳児に加えられた刺戟が先行車IJ戟とまったく

異質のときには，乳児はその刺戟に対して好奇心を示さ

ない CShakurov，1962)との報告や，総蒸で飼育された

チンパンジーは，選常の倣界に連れ出された当初におい

ては，探索行動や好奇心の片鱗すらも示さない CHe-
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bb， 1958)ことなどから推論すると， ORを生起させる

刺戟は，有機体にとってある点で，あるいは刺戟属性のあ

る次元において， 身近なもの (familiar)でなければな

らないことになる (Grastyan，1961， Hebb in Grasty五心。

Morrellは Grastyan(1961)の討議に際し，つぎの

資料を捻出した。家兎に，資刺車えを約l秒先行させ，つ

いで3~12c/s の閃光を与えて， EEGを記録した。こ

の実験により，条件反応の成立過程に3段階を区別する

ことができた。第 1段階では，条件対戦によって全皮質に

非間期波が出現する。第2段階は過渡的な短い段階で，こ

こでは条件刺戟が関光周期かそれに近い周期の反応を，

皮質の相当広い部分に誘起させる。第3段階では，条件

東Ij戟によって後頭領に限局された非河期波が生起する。

こうした知見や，同じく Morrellが捻出した，条件付

け形成ff'-1'の上記3段階のそれぞれにみられる，視皮質，

腹1JlUo厳寒核，中目前総様体，海馬，の EEGについての知

見から考えると，刺戟提示と条例ニ反応成立の中間時期に

は，極めて複雑な脳内過程が生じている。

つまり， EEGの変化には，すくなくとも，信号刺戟

への有機体の反応(信号刺戟そのものに注主まする，ある

いは構える反応〕と，信号刺戟に後続する事象あるいは

刺戟への期待〈来たるべきものへの注意や構え)反応と

の中枢的表示が含まれているのであって，後者はもはや

ORとはよべない。それゆえ，かりに中枢性ORを搭定

したとしても，これと期待あるいは予期的反応との区別

は，日下のところ可成り凶難だと恩、われる。

以上を総合するに， ORの設も明確な表示は， Pavlov 

流の表示，すなわち，刺戟源への身体，自，耳:などの定

位である，ということになる。 Grastyan(1961)は， OR

とおどろき反応、を区別し，前者は後者に引き続いて生起

する条件反応だ，と見なすのであるが，おどろき反応も

刺戟源へ頭や隠やヰを向ける反応であるし，それはまた，

つぎの逃避あるいは攻撃反応への準備体制を形成するも

のなのであるから， ORにはおどろき反応が含まれると

考えて，それを Pavlovj流に表示することが妥当だと忠

われるo ORの表示として，これ以外の生理学的示擦特

にEEG~ど用いることは，その示棋が同時に表示する複

雑な後続脳内過程と ORとの境界を不分明にする，と考

えることができる。

したがって，措定すべき情報処現の心;法学的機構の特

性如何とは独立に，処理過程誌の中総的表示としては，現

象的に EEGの活性化あるいは非i可刻化を用語として用

いるのが，すくなくともここ当分の間は，妥君主なことの

ように思われる。

S3 慣れ (habituation)の概念

すで寸このべたように，同じ束IJ執を何度もくり返し提示

すると，有機体はしだいに EEGの活性化や PGRの変

動を示さなくなる。このような慣れ (habituation)につ

いては， Loomis， Harveyおよび Hobert(1936)が，状

況に慣れて来ると多くの被験者が，一度補滅した alpha

リズムの再現を示すことを報告した。また， Harris (19 

43)は，慣れをつぎのように定義している。

(1) 無傷の有機体に中枢的に生じ，

(2) くり返し刺戟に対して生じ，

(引かっ，感覚器官の11渓rc.;や不活性化，疲労とは区別

されうるような，非学習反応の大きさの減少。

Harrisの論文には，原生動物に始まり人に至る，動物

における慣れの現象を示す実験が紹介されていて，それ

によると，アミーパーやヒドラにも懐れの現象がみられ

るようである。そうだとすると，慣れの機構は単一では

ない，と考えることができる。

Sharplessと Jasper(1956)は 3径の猫の皮質と皮

質下に電磁を附着，挿入し， 1f (500c/s，人にとって約
64dいを賦活刺戟として，憐れの現象を観察した。猫が

自然限践に入ったときに音刺戟を加えると， EEGの徐

波の振巾が減じて速波イヒし，活性化が認められる。第 1

回目の刺戟では 3秒間の資料戟に対して3分間の活性

化時期が認められたが， 36回目には音刺戟の3秒間以外

には活性化が認められなかっt.::.o しかし，38回目に 100

c/sの音刺戟を与えたところ分間にわたる活性化を

生じた。それにずく39間目の 500c/s音に対しては，活性

化が認められず， 43間協の 1000c/s習には，ふたたび30

秒にわたる活性化が生じた。 Sharpless迷は，こうした

実験からつぎの知見を提出した。

(1) 憐れが進むにつれて，議初は急激に，ついで厄iの

進行とともに次第にゆっくりと，活性化の時間が短かく

なる。

12) 刺戟 onから活性化が始まるまでの滋時が長くな

る。この変化は(1)とは逆に，回のはじめに緩慢で，回が

乏なるにつれて急激になるO

(31 l極限が深いほど慣れをおこしやすし~

14) 変調音は純音より活性化を維持しやすい。

(5) 慣れは，単一周波数についてのみならず，衰のパ

ターンについても成立する。すなわち， 5000c/sのあと

に200c/s音が提示される，音の継時的下降パターンに慣

れを形成した動物が， 200c/sから5000c/s音に移行する

音の上昇パターンには活性化を示す。

(6) クザック音 (2クリック/s，12" Yック〉への僚
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れが成立した場合でも，耽;皮質での誘発"五位は減裂しな

いのみか，平均98μvから108μvに取大した。つまり慣れ

は，感覚緩絡における信号の限容に由来するものではな

L 、。

げj 総皮質を地主壊すると，パターンへの慣れが阻害さ

れる。しかし，単純音への慣れはやJの影響もうけなかっ

た。

慣れの現象のぷ主主として現夜よく用いられているの

は， EEGの活性化の変化と GSRの変化である。 Bujas

と Petz(1954)は，長時間にわたる加算作業の際には，

はじめに限止されていたalpha波が徐々に出現するよう

になることな見ているし，Darrow，Viethおよび Wilson

(1957)は， 10秒間継絞する鋒のtTで生じた alpha波の

阻止の程度が，鐙の1去のくり返しにつれて小さくなる

ことを観察している。 Winikur，Stewart， Sternおよび

Pfeiffer (1962)は， 5.5秒つずく 60clbの音を聞かせて

GSRを測定し，刺中主闘の時間間隔がtriかし、ほど，慣れ
が大となることを見た。 Montagu(1963)は，同じく脊

刺殺をランダムな間隔で提示して皮綴'導電亘与を測定，

1， 2， 4， 7，1413の期間をおいた再試行の擦の導"江

主容の変動が，この期間が長いほど大であることを5tH¥し

た。

音のパターンについての慣れが SharplessとJasper

(1956)によって報告されたことは前通した。 このこと

は，慣れが系列車Ij戟についても成立することを示してい

るが，系列刺殺にもとずく慣れの心潔学的研究が， Unger 

(1964)によって報告されている。 被験者は 17歳~到達誌

の男女計20名。被験者を l人ずつ防青空室に入れ，受話器

をど装着させて，指尖から光屯指尖IU長淡を記録する。実験

中は開討させて，室外から実験者が iからはじまる自然

数の系列を通常の調子でよみきかせる。脈波が血管の収

縮を示してし、るときは刺宅~伝迷を被えるので，数宇間の

間陥は一定で

てI血包宅管f収縮を示さなくなつTたこことをもつて慣れの成立と

みなし，系外刺戟(たとえば， 14， 15， 16のつぎに15，

あるいは， 25， 26， 27のつぎに29)を提示する。このよ

うな手続によって，まず， 20名中12名が自然数系列に対

する慣れを生じたこと，および，系外料軟によってこの

悩れが破壊されること，が判明した。

s4 慣れの機構および慢れの概念の限界

jュにのべたような慣れの機構についての明篠な知見は

未だ得られてはいないように思われるが，慣れには，祝床

一皮質汎性投射系の中脳綿様体による上行賦活系を含め

た，賦活組織が関与する，とのSharplessとJasper(1956) 

の見解が一般に承認、されている。

GlickmanとFelclman(1961)は，電磁を埋めたねずみ

が自然際限を示すときに， 2 秒間縦続する50~400p/ sec， 

パルス幅0.2msecの'亙気刺殺を夜接その脳幹に加え 5

~6試行で皮質 EEG に慣れの示際，つまり速波の消失，

が生起することを観察した。彼等の実験では，試行間縞

をのばしたときや，パノレスの周波数を変えたときに，そ

れぞれ活性化が生じることが示された。また， グ口ラゾ

ノレ麻際平の猫の脳幹車Ij戟で、も同じように慣れが成立し

1::"0 しかしこのときの慣れの成況に饗する紳淡試行の

関数は，自然睡眠のねずみにおけるそれよりも多く，ま

た， '1食れは不完全であった。こうした知見にもとづい

て， Glickmanと Feldmanは，基本的には Sharple切

と Jasperの考えを支持しながらも，さらに，皮質から

脳幹への鮫遼陸路の想定を提案している。

F ernandez.G uardiola主 (1961) は， ノミノレス悩4msec

の閃光ノりレスを 4~6 秒に 1 t支， 2~3 時間維続して1lii

に提示し， It滋Jしを閲定しないときには慣れ(誘発電伎の

減少)が急激に成立すること，また，慣れの成立につれて

鱗孔が次第に収縮すること， 1!iZ(.fしを倣大固定した猫で

は，皮質においてはt限度の慣れが成立するが，中!約締総

体や外側)1奈状体では誘発泡llLの減少がみとめられないこ

とを被告した。これらの知見にもとずいて，彼等は，網

膜→網様体→皮質への特殊， 41'特残，j交射系→網膜，にゴ1
るt1'i滋1f11l務を想定してし、る。
結局，現在;の知見では，慣れは， ORとは逆に，中似

性および米f向性機織における感覚情報入力の抑制機能を

来たすこと，また，慣れの成広には， ¥援活系とそれを統

制するような皮質，あるいは)J('O!:下級の分析機構からの

賦活系への鱗走塁凶路が羽与してし、る， と考えることがで

きる。また，刺戟間隔が短かし、ほど慣れが成立しやすし、

のだとすると，慣れの成立には記憶鴎路が介入している

と考えるのが妥当である O

OR概念と同様に，慣れの概念も， ますず、行動j上二のある

種の変化の言記4述に遜用されうるようにも恩

わち， 't悩段れは刺戟話激泌京反令への感党2捺号官の定{佼立の1消尚削詰滅誕だ， と考

えることができそうである。しかし， ORが料戟ギ'ilRの
変化に対してまず解発される凶応であるのに対して，慣

れは刺戟，(jiRの待問戦上の特性についてのJtfH寺を形成す

ることであると考えると，それは定位反応の消滅と同義

とはいえない。つまり， ORと慣れの成立のや関に学習寺

期澗が介復する。したがって，刺殺のパラメーターが単

純であるほど憐れの成立は速やかになる。たとえば，

Sharplessと Jasper(1956)の単純音が変調資より竿く

慣れを成エ之させるとの知見や， Winikur逮(1962)の知
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見は， このことを示すものと忠われる。 この Winikur

迷の知見は，刺戟提示の間隔が短かくなると，それだけ

有機体の中総における時期軸の上で，刺戟生起の時間が

より，I[篠に期待されることになり，それだけ刺戟パラ

メーターが単純になることを示すのだ，と解釈すること

ができる。

それはとにかく，慣れは期待の成立だと考えると，慣

れの表示はこれを中枢事象に求めざるを得ないことにな

る。しかし，たとえば EEGの問刻化の遂行を観察する

としても，完全に同期化ずる場合はともかくとして，そ

れ以前のどの時期をもって慣れの成立とみなすかは一義

的には決められないことのように怒われる。また， Shar-

pless述(1956)のいわゆる EEG活性化の潜時の増大

が何を意味するかは不詳であるが，慣れの進行につれて

機時が増大するのだとすると，慣れは無限回の試行の末

に有機体が到達する理想、的な極限状態だということにな

る。したがって情報処理過程の中綴表示は，慣れの用

語によるよりも， EEGの河期化ないし不活性化などの

現象的記足sによるのが，目下のところ妥当であろう。

第3章知覚情報処理系の心理学的

モデル

131 Sokolovの神経モデル (neuronalmodel) 

Sokolovの神経モデノレ CSokolov，1963， a，b， Magoun， 

1963)の考祭をこの章の出発点としたい。 Sokolovは，

定位反射成立の機構として，第 1alのような様式問を提
案し，神経モデノレの特性としてつぎの5項目をあげてし、

る。

j;皮質における神経モデル

11;脳幹網様i牟における取中系

1 ;受容器より Iに奈る特殊絞路

2; lfilじくIIにさ豆るsit行上向路
3; jより (2)の上行路に三塁る負設立主華経路

4; IIからIに去る上行I~ïìi'i経路

5 ;入力刺殺とモデルとの談合一二手投介のじりをい迷Fる皮町一絡機体

総合路

6 ;特殊運動反応、のための皮質i童心性遜路

7;非特殊身体性一内麟性反応のための網様件逮心性迎路

第 1図神経モテツレ

(1) 同一刻戟がくり返し提示されると，刺戟に含まれ

る弁別可能な各パラメーターに連合した神経モデノレが作

られる。

(2) ある範慰内で変化する特性をもった刺戟がくり返

し提示されると，このモデノレは，刺戟特性の変動に適合

するように一般イとされる。

(3) 刺戟には，強さ，紫，時間特性，などが含まれて

いるので， このモテーノレは，刺戟につし、て多次元モデノレだ

と考えられる。

(4) こうした複合刺戟のある次元の要素を除去したと

きに定位反射が生じたとすると，このことは，、神緩モデ

ノレの中に車IJ戟の当該要素が後録されていたことを示す。

(5) くり返し提示される刺戟系列の系の変化に対して

定位反射が生じたとすると，このことは，神経モデノレが

刺戟系列の予期される値を，時間輸にそって外挿するこ

とな示す。

Sokolovによれば，入米する刺戦がこのような神経モ

デノレと整合しない場合には，モデノレ形成系からJ:首脳系に

向う不整合信努力'56せられて，その結果定位反射が発現
する， と王寺えられている。

Pribram (1962)は，情報処理過艇を3段階に区分し，

それぞれの段階に対応する EEGの特性なあげている。

(1) 新奇な東Ij戟に出会った最初の反応。頭と目，ある

いは身体を東IJ戟源にむけること以外の行動が停止してし

まう，いわゆるおどろき反応がみられる。この段階で

は， I司皮質(isocortex)の EEGと瓶堅手を含む奥皮質

(al1oじortex)のEEGに，ともに非同期波が出現する。

この時期の反応を定位反射とよぶ。

(2) 当該刺戟がさほどの変化なしにひき続きくり返さ

れるときに生じる反応。探索的行動がみられる。同皮質

での EEGは依然として;}f悶期波を示すが， 異皮質の

EEGには過同期した徐波が出現する。この時期の反応

を定位反応とよぶ。

iお さらに向一刻戦がひき続くと，有機体は憐れとよ

ばれる段階に速する。河皮質の EEGは，新戟属性に関

係のある皮質部位に限局された非悶期波を示すが，兵皮

質の EEGは，もはや徐波を示さなくなる。

132 関式系の心理学的モデル

S01ωlovの神経モデノレや Pribramの3段階の機能は，

EEG と学習との関連についての現窓の知Jil.にもとづい

て構成されたもので，その限りでは一応妥当なものと思

われる。しかし，心理学的に操作しうる刺戟の多様性に

対応しうるためには，情報処理系の心理学的構造と機能

について，恭子の推論を試みる必要があると思われる。

まず，知覚情報処理系には多次元的な図式 (multidi-
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mensional schemata)が含まれる，と仮定する。有機体

がある東日戦布置にかつて一度も出会ったことのない場合

には，そのような刺戟布霞は，その有機体には何らの反

応をも惹起しないのであるから，おどろき反応を主主ぜし

めるような戟戦の新奇さとは，その刺戟布置の諸属性の

すくなくとも一部分が，すでに当の有機体の知覚図式体

系に含まれている，とし、う限定をもつことになる。通常

の潔境に生育Aした宥機体では，知覚図式体系は有機体の

もまた成立するようになる。つまり，経験にも

とづいてある図式が知覚場の特性に最も妥当なも

と認、められる確率の分社iにかたよりが生じるよう

になる。

そこで，上述した意味での新奇な1Jij震をもっ入

力刺戟は，既存の図式と葛藤 (conflict)を生じる

であろうし，この蕊燦が皮質活動の機能的水準を

動揺，援活しせしめ，皮質下iばj舌系とのある種の調和が依

i裂されて，情緒的行動(たとえばおどろき反応)の発現

副である情緒陣容な生起させる，と考えることができ

る。 (Hebb，1949)。このように考えると，議藤が皮質活

動の機能水準を動揺，撹乱せしめない程度に適度である

ときに，つまり，束IJ戟布置が既存の図式に大部分整合し

ながら，なお一部分不整合であるような場合に，好奇心

が発現する，ということになる。

しかし， l~藤概念を用いないつぎのような推論もまた

T'T能である。以下の推論の基礎になっているのは， Mac-

Kay (1956)のautomatonの情報処理についての論文で、

ある。

まず，図式系にいくつかの特性を仮定する。

(1) 官官述の多次元的な図式系には，大別して，物理学

的属性に喜号する図式と生物学的E毒性に関する図式とが含

まれている。物理学的図式とは，刺戦の物理的特性，た

とえば光や菅波の振動数，強度，化学的特性，に対応す

る感覚属性の図式であり，生物学的図式とは，刺殺の生

物学的価飽，たとえば，良いもの，わるいもの，の図式

である。

12) これらの図式は紹互にわかち難く統合されて作用

するものではあるが，図式の水準に，図式の分実情の精密

さにもとづいて，上下の区別が許されるとすれば，前者;

は高い水準の図式において，後者は低い水準の図式にお

いて，それぞれ優勢だと考えることができる O

(3) また，低佼水準の図式では，遊応行動〔たとえば

逃避や攻撃〕を解発する運動図式を促通しやすい。

(壬) ある特定の図式が解発される確本は，有機体の当
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i討する状況によって決まるが，一般に低{立水準の図式ほ

ど解発される確率が大きいο

(ら) 物理的図式を解発するためには，ある適度の斌活

水準が必要である。賦活水準が過度に低L、か高いときに

は，物理学的図式の解発の磯Z容は小さくなる。

16) ある図式が解発されると，それに機能的に隣接す

る図式もまた解発されやすい。

図式系の模式図、:a:， MacKay (1956)の様式図を修正

して，第2凶および第3図のように想定する。概述すれ

第 2図

第3図

ば，感覚器官からの感覚情報は，中枢性変換機機により

中j活性情報として符号化され，それが照合機構に伝達さ

れ，ここで，この情報がや枢性図式と総合される。感覚

淡泊'と中縦性変換機構は手掛かり機織 (cuefunction) 

に相当する O

このような構造の情報処淑系の機能は，つぎのように

進行するであろう。

(1) 新奇な刺殺による感覚入力と照合される図式とし

て， 、何かあるもの、とし、ぅISI式 (Somethingschema) 

を想定する。 I成活系への感覚入力によって賦i活水準が高

まると， Cffilはこの図式 5，を解発し， Clにおいて 5，と

感覚情報との照会が行なわれる。このときから cm，

に向かう長賞選陸路によって，感覚情報と当該図式との整

合の有無の信号が cm，に伝達される Oまた，cm系から賦

活系に向かう賦活水準統制回路が存在し，この間路によ

って cm系は斌活水準を統制する。 s，解発の主主初におい

てはt cmlはこの水溶を高めることで感覚受容器の関伎

を低下せしめたり，適応行動への準備的態度であるおど

ろき反応の解発言ど促通し，いわゆる定位反射を出現せし

める。 j民活水準が高くなることで， Cffigも図式8，を解発

する。もとより，これと同時にcm2以外の cm系がそれ
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ぞれの図式を解発することもおこりうる。 52として信号

図式，すなわち，現前する車Jj戦布授は後続する有害(あ

るいは有益〉物の信号であるとか，あるいは，その布置

は後続する有意味な事物や動物の一部である，とかの図

式を想定すると，この 52とcm，からの情報〔これをむ

とする)とが C2において照合される。この cm，からら

への入力情報は感覚情報でなくて， 5，つまり感覚情報の

概念的表示 (representation)および c，での整合が成立

したこと，の情報である。もしこの情報と S2が C2にお

いて整合すると， C2からCffizへ繋合信号が伝達される。

さらに， Cffizは cm，に自己の状態〈すなわち， S2・整合)

を伝達し，その伝達情報にもとずいて， Cffilは8，によっ

て変調された図式 8，(何かあるもの・信号性〕を解発し

て，ふたたび引において感覚情報と総合せしめる。

上にのべたらにおける， c，からの情報丸山・整合)

と5，との張合は，問者が積極的に整合するのではなく，

hとおが矛盾しないことで，いわば消極的に号室合が成立

する。したがって， Cffi2以外の cm系で解発される図式

L 当初はこの意味での繋合をうけることになる場合が

あり得る。しかし，旬以外の図式による cm，における変

調関式(何かあるもの・ Sx)は， C1における感覚情報と

の照合によって不数合となり，これらの図式Sxは消滅

する。さて， Cffilにおける変調図式ム(何かあるもの・

信号性〕が感覚情報と整合すると， cmtから Czに送られ

る情報 i日は(何かあるもの・信号性・整合)となり，

おはらにおいてi'1と積極的に整合することになる。

このような過穏が成立した後に，刺殺布置に変化が生

じて， cmaでの解発図式ぬがもはやこれと整合しなくな

ったとすると， C2から cm，へは不態合信号が伝達され，

cm，で、は新たに変更された図式を解発して，入力情報と

の繋合を成立させる。あるいは， 82が不整合となった事

態が発生した場合には，他の cm系での図式Sxが解発

されて，これが最終的に感覚情報と繋合ずるようになる

こともありうるであろう。これらのどちらが成立するか

は，刺事長布重量の変化の度合いと図式系の図式容震によっ

てきまることだと思われる。

12) ある cm系から他の cm系への伝達情報に含まれ

る整会一一不数合情報は，前者の系が解発した図式の妥

当性に関する情報で，図式が妥当する確率を表示してい

ると考えることができる。この確率が高いほど，上位~cm

系の図式による下位 cm系の図式の変調度が高くなる。

そこで，このような循遼回路〈上の例でいえばcm，→Cm2

→cm，→Cm2"…・・〉を概念的情報が循若者する間に， 上位

cm系が解発する図式にF付与される妥当性の確率がしだ

いに大きくなる。当該図式に修正が加えられる場合にお

いても事情は問じで，情報の徽療につれて修正義が減少

し，最終的には特定の図式が成立する確率がしだいに大

きくなる。循環の平期に，ある図式がもはや修正を必要

としない事態が成立したとしても，図式が1'iJffl(;t)安定に

なる，すなわち，その区!式の確率が lに近くなるために

は，なおいくばくかの循環の継続を必要とする。

聖書するに，上述したような循環問泌を概念的情報が循

環する荷に，情報量(あいまいさ〉がしだし、に減少する

ことになる。情報量は cm系における図式の修正操作

の必要愛を規定することになり，このことはさらに， cm 

系の機能を成立させるためのある高さの賦活水準の維持

を要求することになる O もはや図式の修正を必要としな

いまで、に情報蚤が減少すれば，高い賦活水準の維持は不

要になり，その水望書はある基準水準，つまり感党入力が

入来する以前の定常水準にまで低下する。ここに慣れの

現象が成立することになる。

これまでの論議では，主として同一刻戦布震が恒常的

に提示される状況を取り扱って来た。同一刻戟;(fi霞があ

る時間間隔をおいて提示される状況においても，処理遜

程の進行は原潔的には恒常提示の場合と同じである O た

だし刺戟on特に整合をうけていた図式は，刺戟offの

期間には整合をうけないことになるので，整合によって

高められた当該図式の妥当性の確率は， off時には当然

低下することになる。このような断続提示の中間時に

は，さらに雑音東Jj戟の介入によって他の図式が解発され

ることもありうることになり，そうなれば，当該図式の

生起磯ネの低下はさらに蒸しくなる。しかし， off期間

があまり長くなく，かつ雑音東IJ戦があまり多くないなら

ば，このような確家の減衰が|前関提示官官の僚にまで至る

ことはなく，つぎの車IJ戟 onによって再度確率の上昇が

招来されて，結局，確率は上下に動援しながらも，提示

の進行につれてますます lに近づくようになる。したが

って，このような条件のもとでは，恒常提示の場合より

も，慣れの成立がおそくなることになる。

これまでの推論では，単一 cm系が解発する図式群を

蒸本的には単一のものと仮定した。つまり，ある cm系

が解発する殴式はSxまたはS'x，S"x・..ーであってSyで

はない，と考えたので、ある O 単一 cm系内に複数の殴式

群を想定したほうが良L、かどうかについては，現在のと

ころ何ともいえない。もし複数の図式若手を想定すると，

極端な場合には cm系は lツあれば事足りることにな

る。しかし，その場合でも，図式若干の問に循環回路や鱗

選回路を設定する限り，考えられる情報処理の筋道はこ

れまでのベて来たことと荷じになる。

(3) ここでさらに，前述した cm，における信号図式
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のf鮮3るはじm，における後続本象への予期的図式の解発を

促過する，と仮定する。この促通は， Cffizから cm，に上ね

する@]~各があって，この回路が学習によって促i面される

ことで可能になる，と考えることもできるし， Cffi2主体

にある変化が生じて可能になるのだ，と考えることもで

きる。つまり crnzの機能を維持するために賦活水準が高

まって，この水準の上升によってcm，が活性化される。こ

のときには，もちろん， Cffia以外の cm系も活性化され

るけれども， (1)にのべたと同じま緊iおによってcma以外の

cm系の図式活動は消滅する。さらに，図式の種類によ

っては， cm，が解発する図式s，(ここで、は，たとえばお

害指示の図式〕がc，において入力情報と部分的に整合す

るのに反して， crn3以外の cm系が解発する図式Sxは，

入力情報と部分的にも整合せず，そのためにこれらの系

での図式活動は，図式の修正を何回かくり返したのち

に，急、速に消滅するのだ，と考えることもできる。

いずれにしても， Cffi3で解発された図式 s，i:l:， cm" 

cn1h に綴返されてそれぞれの図式を変調し， この変調

図式と後続三î~象との照合過程がおこなわれることによっ

て，図式むのいわゆる強化が成立する。このようにし

て，ねによる下佼図式;あるいは先行図式の変調が常に行

なわれる事態においては， -n立図式系にt~性が生じて，

8，の解発をまたずして下佼 cm系から変調図式が解発さ

れるようになる。こうして， 83' 換言すれば，一般に高

位図式系は，感覚情報との照合に先立って， F位~J式系

からの概念的情報による予期的室長合をうけることにな

る。

このようにして，信号図式が cm，における図式 S3(こ

こでは右犠指示図式)と予期的に整合する場合には，ら

から cm，に向けて常にき集合信一号が発せられる。このよう

な場合には，信号刺戟に後続する有意味車11戦(たとえば

有答刺戟〉が欠除する事態におし、ても， Cffiaにおける図

式の解発が継続されることになる。しかも， cm~ は感覚

情報およびそれに関連する概念的情報による完全な整合

信号をうけることがないので cml~cm3 を循環する情

報設はある一定値以下にはならない，つまり有機体のお

かれた状況の認知的あいまいさが，長期にわたって残留

することになる。 Keleman迷 (1961)の実験，つまり，

習を条件剣戟， llOvの電撃を無条件車IJ戟， (i月二子筒への

跳躍を無条件反応として，消去不能の条件反応を成立せ

しめられたねずみは，実験場面以外の状況で音が提示さ

れると，がjらの補強も与えられないのに，数ヶ月間，提

示T去に基到して何かを探すような反応と活性化脳波を示

し続けたとの知見は，このような劉式の繋留状態を示す

ものと考えることができる。

ゆ つぎに系列的知覚車IJ戟の情報処;加こって機論を試

みることにする。これまでのべてきた情報処理過程で、と

りあげた信号刺戟は，系列刺戟の特殊な場合であって，

一般に有機体は常に系列情報を処理していると考えるこ

とができる。そこで，現前する東日戟は多くの場合後続4':

象の信号刺戟であり，したがって，後援的感覚入力に整

合するように終発された低{立の概念的図式は，多くの場

合すでにその中に高位図式による変調成分を含んでい

る。そしてこのことに白米する予期的整合過穏によって

波数の高佼図式のWBB~促過する，と考えることができ

るJ しかし，高位図式の解発はそれだけより多くの情報

長?の処理を嬰求することになり，したがって，解発が促

通されうる高位図式の次数は，当の有機体の情報処県能

力によるおj約をうけることになる。

いま有機体;に系列刺戟をn側提示して匁1'1;;:学狩を)必J

せしめたとすると，上に述べたことから切らかなよう

に，さ当該有機体の系列車Ij戟に対する cm系が活性化し，

この系が解発する図式には，現前する系列車1戟に後続す
るn十 l添闘の車IJ戟と整合するであろう子:Jt目的図式が含

まれてし、ることが想、定される。この予期的図式と感覚人

)Jおよびその概念的情報とのささ合が，常に成立するよう

になれば，↑w，被処域回路右f百;探する情報設はもはや増大
することがなくなり，予知j性を含む図式系は全体的に安

定化し，情報処理は慣れのIhi~活水準で行なわれることに

なる。このようなお態が成立した後に系外刺戟が感覚情

報として入3fとすると，予知的図式と入力情報とはもはや

数合せいに cm系における図式修正を可能ならLめるた

めに，賦活水準の上封が約三|とされることになる。けれど

も，有機体が入力情報をより高位の概念的陣式にもとず

いて処思している場合には，低位 cm系の図式は高位閲

式による変調なうけることになり，系外科戦の次元がこ

の高佼凶式の次元内にある限りにおし、て，問者の速やか

な整合が成立することになる。

(5) 情報処線系におけるt路線図絡の存在は，適当なILi~

t浸水準のもとでは，ある cm系の自発的活動によって解

発される一連の概念的情報の徳潔を可能にする。ふと思

いついてあるものを探す，といった行動は，このように

して発現するともいえる。しかし，遜当なIlii¥ie.i水準の維

持自体が，感覚入))によって可能になるのだとすると，

cm系の自発活動の開始は， 何らかの感覚入力によって

触発されるのだと凡なすほうが適当であろう O ただし，

cm系の自発活動を触発する刺戟は， cm系で、解発される

さ当の図式とi直接の対応をもっ必、裂はないのかもしれな

L 、。つまり，そのような刺戟がまず低佼図式を解発し

て，その低{立図式が高{立図式の解発を促通すると考えれ
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ば良いことになる。しかし，しばしば見られる忠郊，す

なわち，情報循環匝路に含まれる図式(ときには単ー

の，ときには複数の図式)が頻繁に続落(不活性化〕す

る事実は，やはり，図式の維持と強化に対して，感覚情

綴入力が大きい役割をはたしていることを示す，とみな

すべきである。

有機体の情報処現能力が高い場合には，低い場合に比

して，ある刺戟布置にもとづく感覚入力に対してより高

位の図式が解3きされることは前述した。このような場合

には，その感覚入力のもつ情報は，高位図式と部分的に

縫合するだけで完全な整合の成立を見るには玉三らないこ

ともあり得る。つまり，当該感党情報は，高位図式と整

合するに足りる情報怒;を含み得ないことになる。このよ

うな事態では，有機体は，解発された高位図式と整合す

るに足りるijl]の情報を求めて，探索行動を開始するであ

ろうついわゆる好奇心がこれに該当するつもとより，こ

の場合でも，終発された図式が維持されるためには，感

覚情報や感覚情報と整合した概念的情報と，部分的にで、

も整合する必喜さがある。整合の成立がまったく問題にな

らない図式は，前述のように早晩消滅するので、あって，

したがって，好奇心は刺戟特性とまったく無関係に成か

するものではない。

S3 舗における情報処理系の局在

こうした知覚情報処理系の脳における{立鐙的関連を述

べることは白下のところきわめて凶難であるが，ここで

はつぎのように考えてみたい。

情報処堤系の賦活機能は，脳幹における上行性網様体

l拭活系と続床 皮笈汎性投射系によって可能になる，と

考えることができる。 SharplessとJasper(1956)， Lin-

dsley (1960)によれば，絹様体賦活系は長くゆっくりし

た賦活機能を示し，視床一皮質汎性投射系はこれよりも

短い突発的な賦活機能を示す。そして前者の賦活が一般

的な基調になり，その基礎的な賦活水準を後者の賦i舌が

一時的に変調するのだ，と考えることができる。

図式系の局在についての推測は賦活系の場合ほど簡単

ではなし、o PribramとMishkin(1955)は，赤毛猿に側

.Q員業下部あるいは前頭察側面の奴11徐手争¥i:iを施し，術前，

術後Iこ，悦束IJ械の弁別学習を課した。この実験では，似i

厳禁下部損傷による祝弁別機能の減退は，線惑が図難な

ほど著明だとの結巣が得られたっこの採題とは， 同時

に，あるいは継特に，提示された十字(報酬あり〕と正

方形C1R~報酬〕を弁別することであり，継時提示の場合

には回の試行には，十字か正方形かの一方しか提示

されなし、。そこで，猿は，ある回に提示された刺戟の正

負に応じて，つぎの聞の提示刺戟への同誌、をi:ii:めなけれ

ばならないことになる。したがって，継時提示の談題解

決は，同時提示のそれよりも，百J成り悶難であることに

なる。

これに類似の実験がし、くつか行なわれた結采，側頭葉

下部の損傷は，視野や悦鋭敏度の欠損よりも，士官党学E問

機能の隣町~j.~どもたらすもの，と考えられるようになっ

1::.0 

Pasik， Pasik， Battersbyおよび Bender(1958)は，

主主に加えられた側頭葉て傷害が，従来の見解に反して，形

態知覚の障碍を招くことを見出し，この部{立が主として

知覚学習に関する機能をはたす，との見解を否定した。

Wilsonと Mishkin(1959)は，赤モ猿に，側頭葉下部

狽傷を，または後顕著塁側面の傷容を与え， 術商j，術後

に，各;磯の被告目覚テストを実施した。この実験の結果に

もとづいて，彼等は，側頭葉下部と後頭葉の?見交[1党機能

は紹互依存保jではあるが，放線館、は主として祝鋭敏度の

機能に関わり，側販薬下部は主として知覚学制の機能に

関わりをもっ，との見解を提案した。 Pribram(1958， 

1960)は迷合野に代る級念として， 組有系(intrinsic

system)概念を提案した。この回有系は側頭頭頂葉を

含む後部間有系と，前頭葉一祝床中央系辺縁系を含む

前部間有系から構成され，後者は13;区! 発動機能，前者

は知覚情報の系統的統合的弁別機能，にそれぞれ関わり

なもっと考えられている。

Pribramのように考えると，私がこここで、問題にした

知覚情報処理系は，ヨミとして後部羽有系に含まれるもの

と想定される。しかし， Rosvold (1959)やChow(1961) 

が示す知見によれば，後頭放線飯野といわゆる連合野と

の機能に朔縫な室長呉があるとの断定は，時間尚早のよう

に怒われる。そこで，ここでは，暫定的に Wilsonと Mi-

shkin (1959)の示唆にしたがって，情報処理系の中枢性

変換機構は，主として， tJi党では外似11総状体と後頭放線

領野，聴覚では|勾iRU膝状体とiRU鋲薬のー音rlに，また照合

機構や図式系は主として連合野に，それぞれ神経生理学

的対応をもっ，と考えることにしたい。

第5章知覚構報処理系の機能と脳波

Sl 光利戟へのいわゆる慣れと脳波

慣れは，第21奪で検討したように，有機体のある極線

状態を示す用語であるが，ここでは，通例の用法に従っ

て，憐れの用認を用いること十こする。周知のように，頭

皮上または皮質から誘導した脳波 (EEG)は，有機体の
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一般的賦活水準に対応した波裂を示す。すなわち，おお

まかにいえば，賦活水準が上昇するにつれて， EEGは，

逃同期一一向娘一一非同期の波型を示す。雨期波，つま

りalpha波は，特に後頭領に限局されるとはきえない

が，相対的には後頭誘導に優勢であり，かっ光刺戟によ

る迷波化，つまり非河期化をうけやすいことが一般に認

められている。

第3章で述べた情報処理系による光刺殺の処理過程が

遂行するにつれて， EEGは非同期波から|河期波に推移

することが予想される。もっとも，有機体の賦活水準が

予じめ低い場合には，同期から~河期への移行が成立す

るのであろうから，五ド隠期一一同期の移行には有機体が

党醸していることが前提となる。このいわゆる慣れの成

立時においても，賦活系は感覚インパルスによる刺戟を

たえず受容しているのであるから，光刺戟による斌活に

もとずく EEGの非同期化が，光刺戟に対する慣れにも

とずく EEGの間期化と捻抗することになる O

WilsonとWilson(1959)の研究では， I苅光東日軟なく

り返し提示しても， alpha波の減衰時間は鐙かくならな

い，との知見が得られたとのことである。一方， Sokolov 

(1963， b)は，対事え提示のくり返しにつれて EEGのみ

時期波が局所化するま目見をいくつか提出している。 Jus

と Jus(1960)は，人に対して光刺戟なくり返し提示し

て，提示につれて非同期波が次第に局所化することと，

30~60回の提示でこの局所的非同期波もなくなる(雨期

イとする〉ことを示した， とのことである。 また Wells

(1963， a)は，関光刺戟を100田くり返し挺示して，提示

が進行するにつれて非同期波の出現頻度が小さくなるこ

とを見ている。 Wel1s(1963， b) によれば，光料車~への

慣れにもとずく河期波の出現は，三号刺戟への慣れの場合

にし比て緩慢であり，かつ不安定で，非同期化しやす

い。特に，光刺戟に対する後頭鎖での非同期波は，同期

化する速度がおそく，かっさ援の刺戟布霞を含む場の軽微

な変動に対して，容易に非同刻化しやすい。ただし，光

刺戟の明るさが小さい場合には，迷続提示による向刻化

が比較的容易に成立する。

また，昨年(1964)，われわれの研究室で行った実験

でも (未発表)， 照度 1ノレッグス以下の光剣戟を関限状

態で、提示した場合には，提示の当初認められる非同期波

が比較的短時間で雨期化することが確認された。

以上の知見から，光刺戟への慣れの成立と波行して，

EEGの非同期波の後頭毒事出への局所化，さらに光東Ij戟

がある経度よわい場合には，この局所イとされた非同期淡

も同期波に移行する現象が観察される，と考えることが

できるo

~2 概念過稜とEEG

条件反応形成時の EEG知見から，図式解発時におけ

る EEGを推定することができるo Durupと Fessard

(1935)は，単独では alpha波を迷波化させないクリッ

ク王子を，光刺戟と連合させて 2~3 1Q1提示すると， クリ

ック後だけでalpha波が速波化することを綴察したとの

ことである。 Loomisと Harveyおよび Hobart(1936) 

や Travisと Egan(1938) も，これと同様な知見を得

ているo Gastaut迷 (1957)は，条件刺卒えに対する EEG

反応がまず皮質全体に拡散し，ついで、無条件刺軟に対応

する皮質音[;t立に局所化してゆくことを指摘している。 同

様な知見は Sokolov(1963， b)にも散見される O

Wel1s (1963， a) は，宮市刺戟を0.8~ 1秒光刺戟に先行

させて連合提示し，正常人被験者の場合には 50試行

中，平均10.21Q1の条件ずけの成立を観察した。この実験

では，条件ずけの進行につれて，予奇刺戟のあと光刺殺に

先行して非同期波が出現することが示された。さらに，

Sokolov (1963， b)にみられる悩即時における EEGの

非同刻化の知見もこれにつらなるものである。第2主主で

すでに紹介したように， I務熟はj通常の条件下では， alpha 

淡を出E見せしめるのであるが， 11者黒を信号車IJ戟として!腕
を腐曲させるよう指示すると. s}jるさに慣れて同期波を

示している EEGが若者黙になると非同期波に移行する。

またこのような実験では.l'ム-EJム刺殺としての暗黒提示を

反復して，慣れを成立せしめた後に. 11青黒l時間を急、に長

くすると.[1Jび非同)1切波が出現する。 同様な現象は，一

般に規則的に反復される東IIi伐系列の一部を欠除せしめた

場合に認められる。

こうした知見は，概念的iさ|式の解発と EEGの法波イヒ

との間に，対応があることを撚定するのを許すもの，と

考えることができる。

~3 注意とEEG

注意とは中獄事象であり，特定の図式ないし凶式群が

予じめ促遜された状態だと考えることにする。この意味

での注意の成立には，一般的賦活水準の維持と注窓すべ

き情報源の重姿性が関与する。

Wallerstein (1954)は， 2 i鮮のI!fll3被験者今に探itl小説

または純粋理性批判を i試行11分間分間隔で都合3

回総かせ，前額，あご， と勝の筋電図 (EMG)を記録し

た。出発点における前額部のEMGの笥庄は，一般に初

凶試行で高く. 2~3 回試行では{尽くなる。また11分間

の各分f訟のEMGの電圧は.1分目が最低で，終末点に近

ずくにつれて右上りに上昇する。Wallersteinは，初発点
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のEMGは一般的党際水準を示すものであり，初発点か

ら終末点、への EMGの傾斜は，注意や期待の変化を示す

ものであり，この両者は互に独立な事象だと考えてい

る。 Bartoshuk(1956)は，同様な手続きで EMGを記

録し，雨時に前頭と頭頂から EEGを記録した。探偵小説

の遂行につれて，初発点から終末点にI句って EMGの電

圧の上昇ーが認められたが， EEGの電床は聴取の時間経

過と関係なくほとんど一定であった。そこで Bartoshuk

もWallerstein同様，党際水準と注意の持続とを区別し

たほうが良いと考えている。

前章で、述べたように，賦活系には持続性と突発性の同

賦活系が含まれるものと考えると，r主:窓には突発性の賦
活系の機能が介入するのかもしれなし、が， rヨ下のところ

この点は私には不明である。

結局，以上の知晃をもとにすれば， EEGの同期一一一

非同期現象は，知覚情報処理系の活動水準の基準点の変

動を示す示擦となる，と考えることができる。この基準

点の変動には，概括的ないくつかの段階があり，その各

の点の考察はここではまったくなされていなし、。

ここで論じられた図式系で、は，入力刺戟が加わると，

その刺戟ーあ鐙に整合するまで図式の変更が行なわれる。

したがって最初にまずどれかの図式が解発されているこ

とになり，そのどれかを決めるのは，当該刺戟の時間空

間的背景になっている東IJ戦状況の特性だ，ということに

なる。この点の解析はまったくなされていないのである

から，この処潔系で取り扱いうる東IJ戟は，可成り限定さ

れた条件の実験場面で提示されるものに限られることに

なる。また脳波研究の現状から推すと，脳波f1単一衿経

絡胞の電位変動の集積というより，むしろ，行動を統制

する務官としての脳の機能水準を表示するもの，と考え

るべきで、あって，それゆえに，磁波が示す脳内過程につ

いての情報の解読手段の改善とともに，東IJ戟布置の構成

と操作について心理学的検討を進めることが，情報処理

系の心理学的機構を解明するための急務となる。

この論文の作製については，本学部教育心Z虫学研究室

の狩野陽議Iffifiのご指導を得た。附記して感謝の;窓ぎ表す

段階に EEGの活性化が対応する。注意という議につい る。

て言えば， EEGは注意の機能の基準水準を表示するだ

けで，その機能の水準がある範関内で芥降しても，それ
文 献

とEEGの炎示とは雨[援の関係をもたないものであるか 1. Bartoshuk， A. K. EMG gradients and EEG ampli-

もしれなし、。 tudeduring motivated listening. Can呂d.J.Psy-

chol.， 1956， 10， 156-164. 

結 び

この論文の論議の中心は，情報処理系の心理学的機構

の設定にあった。そして設定された機構は， Sokolovの

神経モデノレの域を越えるもので、はなかったように思われ

る。ただ， Sokolovのそデノレより有利な点、は，処環過程を

持開戦iニのm象として展開したことであろう。 Sokolov
は，定位反射を広義に解釈したために，処理過程の進行

は，定位反射の消去過税によって表示されることにな

り，処疎過程そのものの分析が必要ではなくなったとも
~-，為ヲ

J:1ズ<;)。

この論文では，定{立反射や慣れの概念を限定したため
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